
第１回小樽市自治基本条例懇話会 自治基本条例セミナー 

・日 時 平成２２年１月１８日（月）１６：００～１７：５０ 

・場 所 市役所別館３階第１委員会室 

・出席者 石黒委員、小笠原委員、佐藤委員、横山委員 

（中松委員欠席）          

・事務局 企画政策室長、企画政策室主幹、企画政策室主査  

・オブザーバー 小樽市自治基本条例（仮称）庁内研究会委員（７名） 

 

企画政策室主査 本日はご多用のところお集まりいただきましてありがとうございます。 

それでは、会議に先立ちまして山田市長より委嘱状をお渡ししたいと思 

います。各委員の席に市長が参りますので、自席で委嘱状をお受け取り願

います。 

（市長から各委員へ委嘱状を交付） 

 

企画政策室主査 それでは、開会に先立ちまして、山田市長よりご挨拶を申し上げます。 

市長      皆さん、こんにちは。本日はお忙しいところ懇話会に出席をいただきま 

して、ありがとうございます。 

        また、懇話会委員をお引き受けいただきまして、大変ありがとうござい

ます。  

さて、皆さんご承知のとおり、平成１２年に地方分権一括法が施行され

たことから、各自治体は自己決定と自己責任に基づく行政運営を行ってい

くことが求められていて、市民の皆様との協働で、より高質なまちづくり

を進めていくという観点などから、全国的に条例の制定の取り組みが広ま

っています。 

        本市では、「第６次小樽市総合計画」において、参加・協働によるまち

づくりの推進を図ることから、「自治基本条例」の制定に向けて取り組む

こととしており、平成２１年１月に市役所若手職員１５名で構成する庁内

研究会を立ち上げて、ここにおいでの学識経験の先生方から指導を受けな

がら、自治基本条例に関する必要性、在り方や策定方法などについて議論

をいただき、平成２１年１０月に報告をいただきました。 

        引き続きまして、この懇話会では見識豊かな市民の皆様や専門家であり

ます学識経験の先生方から自治基本条例についてご意見をいただき、次の

段階であります「策定委員」などでの議論に資するための提言書として、

とりまとめていただければと思います。 

 

        懇話会委員の皆様の熱心な議論から、市民における自治基本条例制定へ
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の気運が盛り上がることを大変期待していますので、よろしくお願いいた

します。 

 

企画政策室主査 以上をもちまして委嘱状の交付を終了いたします。 

申し訳ありませんが、ここで、市長と貞村室長は公務のため、退出させ

ていただきます。 

 それでは、ただいまから第1回小樽市自治基本条例懇話会を開催いたし 

す。 

        開会に際しまして、上石企画政策室主幹よりご挨拶を申し上げます。 

 

企画政策室主幹 企画政策室の上石と申します。よろしくお願いいたします。 

今回は、懇話会委員をご承諾いただきまして、大変ありがとうございま

す。 

        今、市長からご挨拶がありましたが、自治基本条例はほかのまちでは、

まちづくり条例とも呼ばれておりますけれど、地域が抱える課題の対応、

まちづくりについて誰がどのような役割を担って、どのような方法で決め

ていって実践していくのかという、自治の仕組みの基本的なルールを定め

るものといわれております。 

        他の条例を体系化するに当たり、自治体の憲法ともいわれているところ

ですが、近年この条例を制定するところが増えているのは、先ほど市長か

らありました、平成１２年の地方分権一括法からスタートしたといわれて

いて、各自治体が自己決定、自己責任に基づく行政運営を行っていくこと

が求められてきています。 

  この地域住民と行政が役割や責任を明確にした上で、ともにまちづくり

を進めていくという視点から、全国で制定に向けて取り組みが広がってい

る状況です。 

        条例に盛り込むべき項目については明確な定義はありませんが、基本的

には、住民や行政の役割と責任、情報の公開・共有、住民の行政への参加

など自治の基本原則について規定するのが一般的となっています。 

        条例の具体的なことに関しては、今後、横山先生、石黒先生からお話を

いただくほか、事務局から他都市の制定の取り組みなどを紹介する予定を

しています。 

        今後、市民の皆さんと条例を策定していくに当たり、条例の必要性、在

り方や策定方法について提言をいただきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

        また、この懇話会の中では、各団体の代表というよりは各団体の活動の

中から、住民の視点から自治基本条例策定に当たりどういったものが、今

後、市民のとの協働を進める中で必要なのかを検討していただきたいと思

います。また、必要な情報等につきましては、事務局で速やかに用意いた

しますので、よろしくお願いいたします。 
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企画政策室主査 まず最初に、これから密度の濃い建設的な意見交換ができるように恐れ

入りますが委員の皆様からの自己紹介をお願いいたします。 

石黒委員    石黒と申します。小樽商科大学で法律関係の教員をしております。ほか

の自治体の自治基本条例に携わったということで、今回懇話会のメンバー

に加えさせていただくことになりましたので、よろしくお願いします。 

小笠原委員   株式会社オー・プランの代表をしております小笠原と申します。よろし

くお願いします。 

        今回は異業種交流の集まりである、センチュリー・プラザ・オタルの副

代表幹事という立場で推薦されてここの席に座っています。 

        個人的には２０数年前になりますけど、小樽運河の保存運動に関わりま

して、その頃と今を比べましたら、本当に小樽は変わってきているのです

ね。庁内の報告書の中にもそういった内容が書かれていましたが、さらに

行政と市民がもっと、もっと協働して、小樽がどうしたらよいまちに 

       なるのだろうという視点から関わっていきたいと思います。経営者として

もそうですし、市民の立場で、あるいは子どもを持っていますので、母親

の目でもこのまちの将来について考えを述べられたらいいなというふうに

思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

佐藤委員    こんにちは、ネットワーク・らんの佐藤美代子です。ネットワーク・ら

んは、昨年まで小樽市が実施していました女性国内研修の修了生をもって

作られた会です。埼玉県の嵐山町の国立女性センターというところで研修

を受けて、戻ってきた人達が平成７年度に組織として作り上げました。そ

こには小樽の各方面で活躍している方々が入っており、小樽のこれからに

ついて日々学んでいます。 

        私自身も３年前までは教育現場で働かせていただき、そういう視点から

も小樽市のこれからについて考えた時にお役にたてればということで今回

参加させていただきました。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

横山委員    横山です。私は住んでいるところは小樽ではありませんで、空知管内の

南幌町というところに住んでおります。 

        北海学園大学法学部政治学科に所属して地方財政論を教えていますが、

地方財政論というのは主に経済学の科目なのですね。私自身も大学、大学

院は東北大学だったのですが、経済学部を出て経済学研究科博士課程を修

了しています。 

        その間、帯広市では行政基本条例の策定に関わりました、稚内市、幌延

町では自治基本条例の策定に関わりました。帯広市、稚内市、幌延町では

、すでに条例は施行されています。函館市では市長には自治基本条例の提

言書をかなり前に提出しているのですけれど、議会との関係もあり、まだ

成立していません。 

        その４つの自治体の自治基本条例あるいは行政基本条例に携わってきま

した。私だけが小樽の人間ではないのですけれど、できるだけがんばりま 

       して、いい条例をつくることに協力をできればと思っています。よろしく
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お願いいたします。 

企画政策室主査 ありがとうございました。 

        次に、事務局を御紹介させていただきます。 

（事務局紹介） 

次に、懇話会にオブザーバーとして同席させていただきます、小樽市自

治基本条例（仮称）庁内研究会を御紹介させていただきます。 

（庁内研究会紹介） 

企画政策室主査 それでは、ただいまから会議を進めていく上で会長及び副会長を選出さ

せていただきたいと思います。 

小樽市自治基本条例懇話会設置要綱（資料１）の中の第４条に基づきま

して、委員の皆様の互選で決めさせていただきたいと思います。 

会長の候補者については、特に意見がなければ、函館市などの自治基本

条例の策定に携わった横山先生にお願いし、副会長を札幌市などの自治基

本条例の策定に携わった石黒先生にお願いいたしたいが、いかがでしょう

か。 

（各委員「異議なし」） 

企画政策室主査 それでは、皆様の御賛同をいただきましたので、会長には横山委員、副

会長には石黒委員をお願いいいたしたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

横山会長は正面の席にお着き願います。 

それでは、引き続き、「 自 治 基 本 条 例 を 考 え る  基 本 条 例 を ま ち づ

く り に ど う 活 か す か 」 と 題 し ま し て 、 横 山 先 生 の セ ミ ナ ー に 入 り

た い と 思 い ま す 。  

こ こ で 横 山 会 長 の 略 歴 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。   

横 山 先 生 は 東 北 大 学 大 学 院 を 修 了 後 、 札 幌 学 院 大 学 商 学 部 助 教

授 、 北 星 学 園 大 学 社 会 福 祉 学 部 教 授 を 経 ま し て 、 平 成 １ ２ 年 、 北

海 学 園 大 学 法 学 部 政 治 学 科 教 授 に ご 就 任 さ れ 、 現 在 に 至 っ て お り

ま す 。  

財 政 学 、 地 方 財 政 論 を ご 専 攻 と さ れ 、 日 本 地 方 財 政 学 会 理 事 を

は じ め と し 、 幅 広 い 分 野 で ご 活 躍 さ れ て お り 、 道 州 制 検 討 懇 話 会

の 座 長 、 北 海 道 「 市 町 村 合 併 推 進 要 綱 」 検 討 委 員 会 の 委 員 長 等 を

務 め ら れ ま し た 。  

自 治 基 本 条 例 関 係 で は 、帯 広 市 の 行 政 基 本 条 例 市 民 検 討 委 員 会 、

稚 内 市 の 自 治 基 本 条 例 審 議 会 、 函 館 市 の 自 治 基 本 条 例 策 定 検 討 委

員 会 の い ず れ も 委 員 長 に 就 任 さ れ ご 活 躍 さ れ ま し た 。  

本 日 は 、 こ れ ら の ご 経 験 等 を 踏 ま え ま し て 、 自 治 基 本 条 例 に つ

い て 、 分 か り や す く お 話 い た だ け る も の と 思 い ま す 。  

な お 、 ご 講 演 終 了 後 に は 質 問 に お 答 え い た だ く 時 間 も と っ て お

り ま す 。  

そ れ で は 、 ご 講 演 い た だ き た い と 存 じ ま す 。 横 山 先 生 よ ろ し く
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お 願 い い た し ま す 。  

横山会長    だいたい４５分くらいでということでお話申し上げたいと思います。そ

れで、別紙１という「自治基本条例を考える 基本条例をまちづくりにど

う活かすか」というレジメを用意いたしました。だいたいこのレジメに沿

ってお話申し上げたいと思います。それともうひとつ、「日本経済につい

ての横山メモ」というのがございまして、これも２枚付けてございます。

これはレジメの中のＡの「今次大不況と日本経済の現状」そのものに使わ

せてもらえればと思っています。 

         そ れ で は 早 速 入 ら せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。時 間 が な い 割 に

は レ ジ メ の 量 が 多 い の で 、 少 し 重 点 的 に お 話 申 し 上 げ た い と 思 い

ま す が 、 最 初 に 「 今次大不況と日本経済の現状」ということで、簡単で

すがちょっと触れさせていただきたいと思います。実はこれを書いたのは

昨年の１１月でして、新政権の第２次補正予算、それと来年度の当初予算

がまだできていない段階のことでございます。 

ただ、私なりのスタンスは定まっておりますので、当時のものを出して

おります。去年の１１月にメモとして書いたものでございます。        

日本経済がどういう状況かということですが。確かに２００９年１１月

はですね、ＧＤＰの実質成長率が１．２％プラスとのことなのですね。７

月から９月の３か月間に関していえば。ただ、そういう意味でいうとリー

マンショックというのがあって、個人消費と輸出が落ち込んでいたのです

けれど、少し持ち直したというふうに１１月の時点ではいえたわけです。

しかし、国民の間ではですね、全然景気回復の実感がないわけですね。私

の大学を見ても今年は非常に就職状況が悪いです。昨年も悪いですね。 

では、なぜ、７月から９月までの３か月間プラスになったかということ

なんですけれども、実は需要の先食いといういい方をよくするのですけれ

ど、これは麻生政権の時のエコポイント、エコ減税、定額給付金どれもぱ

っとしないねといわれていたのですけれど、しかし、それで少し消費刺激

がなされたということは、そのとおりなのですね。実際これで車を買った

という人が結構いるのですね。１３年以上の車の場合ですと特に割引にな

るということなのですね。 

ですからかなりこの時期にエコポイント、エコ減税ということで、テレ

ビを買い換えた人もいるでしょうし、車を買い換えた人もいると。テレビ

はいずれ買い換えなければ、見られなくなるわけです。ただ、これを需要

の先食いといいまして、早めに買ったんですよと、だけど買っちゃったら

後、買わないですよ。ですから、今後もエコ減税などを行わないと乗用車

の販売とか息切れしてしまうという実情がございます。それからリストラ

の進行はずっと続いていますし、大学生、高校生の就職難という状況は続

いています。 

        そ れ か ら 企 業 の 冬 の ボ ー ナ ス も 今 回 落 ち 込 み ま し た が 、 要 す る

に 個 人 消 費 が 伸 び る 要 素 な ん て な い の で す よ 、 今 ほ と ん ど 。 と い
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う よ う な 実 態 が あ り ま す 。 そ れ で 、 個 人 消 費 が 伸 び な い か ら 企 業

は 何 を す る か と い う と 、 際 限 の な い 低 価 格 競 争 を す る の で す ね 。

値 段 を 安 く し な い と 売 れ な い と 。 低 価 格 競 争 を や れ ば ど う い う こ

と に な る か と い う と 、 自 分 の と こ ろ の 企 業 の 人 件 費 を も っ と 下 げ

る と い う こ と で す よ ね 、 コ ス ト 削 減 を し ま し ょ う と 。 こ れ が ま た

雇 用 や 消 費 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と い う 話 に な っ て ま い り ま す 。  

       そ れ か ら 、 輸 出 な の で す け れ ど 、 思 っ た 以 上 に 中 国 な ど の 景 気

が い い の で す ね 、 ア ジ ア が い い と い う こ と が あ り ま す 。 た だ で す

ね 、 ヨ ー ロ ッ パ と 違 っ て 、 中 国 、 ア ジ ア は 日 本 の 自 動 車 や 電 気 産

業 な ど が 、 今 後 こ れ ら の 地 域 で の 現 地 生 産 の 比 重 を 高 め る と い う

の は も う 必 然 で す ね 。 こ う い う 状 態 で ご ざ い ま す 。 そ し て 円 高 が

進 行 し て い て 、 ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッ パ の 景 気 が 低 迷 と い う こ と も

ご ざ い ま す 。 そ し て 今 い い ま し た よ う に 、 中 国 な ど で は 現 地 生 産

が よ り 高 ま る で あ ろ う と い う こ と な の で 、 な か な か 輸 出 の 伸 長 に

も 期 待 で き な い と い う よ う な 状 況 で す 。 さ ら に 円 高 と い う の は 輸

入 価 格 の 下 落 を も た ら し て 国 内 物 価 を 押 し 下 げ ま す の で 、 デ フ レ

を 加 速 さ せ る と い う よ う な 問 題 が あ る と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

       そ う い う 中 で 鳩 山 政 権 が 誕 生 し て ３ か 月 、 ち ょ う ど １ １ 月 に 書

い た も の で す か ら 、 ３ か 月 と い う こ と に な る の で す け れ ど 、 一 言

で 私 は 景 気 対 策 面 と い う こ と で 鳩 山 政 権 を 論 ず る な ら ば 、 歳 出 面

で デ フ レ 色 の 強 い 政 策 が 次 々 と 打 た れ た と い う こ と に 特 徴 が 見 い

出 さ れ る も の で は な い か と 。 多 数 の 公 共 事 業 の 凍 結 ・ 見 直 し と い

っ た こ と が 行 わ れ た 。 事 業 仕 分 け も そ の 中 の 一 つ に 入 り ま す 。 日

本 経 済 の 厳 し い 現 局 面 を 考 え る と 、 タ イ ミ ン グ 的 に は あ ま り よ ろ

し く な い ん じ ゃ な い か と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。  

       や っ ぱ り 雇 用 政 策 と か 景 気 政 策 と い う の は 短 期 的 な 施 策 と 中 長

期 的 な 施 策 と い う の を 分 け て 考 え な い と い け な い の だ ろ う と 思 っ

て い ま す 。 よ く で す ね 、 介 護 を も っ と や っ た ら い い じ ゃ な い か と

か と 言 う 人 も い る の で す け ど も 、 介 護 だ っ て 今 す ぐ 即 効 性 が あ る

話 で は な い の で す よ 。 や っ ぱ り 中 期 的 な 話 な の で す よ 。 今 の 介 護

保 険 制 度 の 抜 本 見 直 し が な け れ ば 、 介 護 の 雇 用 は 増 え な い と 思 い

ま す 。 そ う な る と 即 効 性 が あ る の は 何 か と い う こ と な の で す よ 。

短 期 的 に い え ば 公 共 投 資 な の で す よ 。 公 共 事 業 な の で す 。 そ う い

う こ と に な る の で す が 、 そ の 道 は で き る だ け 避 け る と い う 鳩 山 政

権 で す の で 、 な か な か 厳 し い と い う こ と な の で す ね 。 私 は 、 景 気

の い い と き に た く さ ん や る 必 要 は な い の で す よ 公 共 事 業 と い う の

は 。 景 気 の 悪 い と き に 即 効 性 が あ る の は 公 共 事 業 な の で す 。 で す

か ら 、 整 備 新 幹 線 な ど の 社 会 資 本 整 備 な ど は 進 め な い と い け な い

と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 特 に 北 海 道 の 場 合 は 第 ２ 次 就 業 人 口

に 占 め る 建 設 業 の 人 口 の 割 合 が 製 造 業 人 口 を 上 回 っ て い る 数 少 な
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い 道 府 県 で す 。  

問 題 は そ う い っ た 短 期 的 な 即 効 性 の あ る 施 策 を や り な が ら 、 も

う 一 方 で 将 来 の 内 需 型 の 産 業 の 育 成 、 展 望 を し て い く と い う こ と

な ん で す ね 。 私 は そ の 一 つ と し て 介 護 産 業 と い う の が 、 あ る の で

は な い か と 思 っ て い ま す 。 そ う す る と 、 し っ か り し た 介 護 産 業 を

育 成 し て い く と か 、介 護 の 担 い 手 を 作 り 出 す に は 数 年 か か り ま す 。

今 の 状 態 で 介 護 産 業 が 伸 び る 状 態 は な い で す 。 要 す る に で す ね 、

大 学 の 福 祉 学 部 は 軒 並 み 不 人 気 で す 。 福 祉 の 専 門 学 校 は つ ぶ れ て

い っ て い ま す 。 な ぜ か と い う と 、 介 護 が 若 い 人 に 魅 力 の あ る 仕 事

で は な い か ら で す 。 賃 金 も 安 い で す し 。  

そ う す る と 介 護 産 業 の 発 展 の た め に は 今 あ る 現 行 の 介 護 保 険 制

度 、 こ れ の 抜 本 改 革 が 必 要 な の で す よ 。 中 長 期 的 な 介 護 の ビ ジ ョ

ン と い う の が 示 さ れ な い と い け な い 。 量 的 に も 、 質 的 に も 充 実 し

た 介 護 サ ー ビ ス が 実 現 す る こ と が 重 要 で す 。 そ の た め に は 、 中 期

的 な 介 護 保 険 制 度 の 抜 本 改 革 と 中 長 期 的 な 介 護 の ビ ジ ョ ン こ れ 抜

き に は で き な い と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 そ れ を や っ て 若 い 人

た ち が 介 護 産 業 に 就 職 す る 、 そ う い う 雇 用 増 が 期 待 さ れ ま す 。  

ま た 、 充 実 し た 介 護 サ ー ビ ス が 実 現 す れ ば で す ね 、 高 齢 者 の 人

も 消 費 を 増 や す は ず な の で す 。 今 将 来 の 介 護 に も の す ご く 不 安 を

持 っ て い る わ け で す ね 、 高 齢 者 の 人 達 は 。 だ か ら 貯 金 を 貯 め 込 む

の で す よ 、 お 金 を 貯 め 込 ん で や っ ぱ り 将 来 の 不 安 に 対 応 す る と 、

こ う い う こ と に な り ま す 。 本 当 に 安 心 し た 介 護 を 受 け ら れ る の で

あ れ ば 、 も っ と お 金 を 使 う で し ょ う 。 で す か ら 、 高 齢 者 を 福 祉 サ

ー ビ ス の 受 け 手 と だ け 捉 え る の で は な く 、 有 力 な 消 費 者 で あ る と

い う 視 点 が 重 要 で は な い か と 思 い ま す 。  

そ れ か ら 、 環 境 保 全 型 産 業 と い う も の を ど う や っ て 育 成 し て い

く か 。一 層 環 境 を 意 識 し た 企 業 の 工 夫 と 努 力 が 求 め ら れ て い ま す 。 

そ れ で 、 次 の ３ 番 目 で す が 、 実 際 の 第 ２ 次 補 正 予 算 の 中 で 財 政

出 動 を や っ た わ け で す け ど も ね 、 そ の 補 正 が 出 る 前 の 話 だ っ た の

で す け れ ど も 、 厳 し い 経 済 状 況 を 考 え れ ば 財 政 出 動 は 不 可 避 で あ

る と 、 住 宅 投 資 は 冷 え 込 ん だ ま ま だ と 、 そ れ か ら 、 前 政 権 下 、 麻

生 政 権 の 時 の 公 共 事 業 も や り ま し た ね 、 あ れ で 景 気 対 策 効 果 も あ

っ た の で す が 、 そ れ も 息 切 れ し て い る 。 １ ２ 月 か ら も う 工 事 が な

く な っ て き て い ま す 。 公 共 工 事 を や っ て い る 人 た ち の ね 。 で す か

ら 、 鳩 山 政 権 は 、 財 政 出 動 と 歳 出 削 減 と い う 相 反 す る ２ つ の 政 策

の 同 時 遂 行 と い う 大 変 な 課 題 を 抱 え 込 ん で い る わ け で す 。 そ ん な

こ と で き る の 、 と い う 話 な ん で す よ ね 。 財 政 出 動 と 歳 出 削 減 と い

う 相 反 す る ２ つ の 政 策 の 同 時 遂 行 と い う 問 題 が あ り ま す 。 で す か

ら 当 初 予 算 が ど う な る か 非 常 に 注 目 を し て い た わ け で す け れ ど

ね 。 国 債 の 発 行 も ４ ４ 兆 円 と い う こ と で 、 税 収 よ り ７ 兆 円 く ら い
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多 い わ け で す よ ね 。 赤 字 国 債 の 発 行 が 増 え て し ま っ た と い う 現 状

が ご ざ い ま す 。  

ま だ 、 で き て か ら 数 ヶ 月 で す か ら 、 あ ま り 厳 し い こ と ば か り 言

う 気 は な い の で す け れ ど 、 た し か に 興 味 深 い 個 別 施 策 と い う の は

あ る の で す け ど ね 、 ど の よ う な 社 会 に し て い く か と い う 、 骨 太 の

ビ ジ ョ ン は あ ま り な い の で す 。 そ れ か ら 、 木 に 例 え れ ば 枝 葉 は た

く さ ん あ る が 、 幹 が な い 。 こ れ は し ょ う が な い で し ょ う ね 。 民 主

党 の 中 の そ れ ぞ れ 得 意 分 野 を 持 っ て い る 人 が で す ね 、 そ の 得 意 分

野 だ け 政 策 で 発 表 し て い ま す か ら 、 総 合 性 は な い の で す ね 。 と い

う の が 実 情 で は な い か と 思 い ま す 。  

そ れ か ら 事 業 仕 分 け と い う の は 私 も 一 定 程 度 評 価 を し て い る 部

分 も あ る の で す け れ ど 、 仕 分 け 人 に は か な り 小 泉 構 造 改 革 の 時 の

人 た ち が 入 っ て い ま す 。 さ ら に 、 テ レ ビ で 報 道 さ れ る よ う な 劇 場

型 に 行 わ れ て い ま す 。 そ し て 劇 場 型 に 行 わ れ て 国 民 が 仕 分 け 人 の

官 僚 批 判 に 拍 手 喝 さ い す る と い う 点 で は 、 か つ て の 小 泉 構 造 改 革

の 時 を 私 は 彷 彿 さ せ て い る と 思 い ま す 。 そ れ か ら 、 仕 分 け 人 の 人

た ち の 目 線 が 地 方 目 線 で は な い と い う こ と で す ね 。 地 方 の 実 情 へ

の 理 解 と い う の も 非 常 に 不 足 し て い る の も 気 に か か り ま す 。実 は 、

私 、 い ろ ん な 調 査 も あ っ た し 、 講 演 も こ の 頃 多 か っ た の で す ね 、

１ １ 月 頃 。 そ う い う こ と も あ っ た も の で す か ら 、 ず い 分 地 方 の 方

に 出 向 き ま し た 。 東 北 地 方 に も 行 き ま し た し 、 道 内 も ず い 分 歩 い

た の で す け れ ど 、事 業 仕 分 け に 不 安 を 抱 い て い る １ 次 産 業 関 係 者 、

そ れ か ら 町 村 長 が 多 か っ た で す 。  

国 民 が ね 、 劇 場 型 に 行 わ れ た 官 僚 批 判 に 拍 手 喝 さ い と い う の を

見 て 、 や は り 政 権 が 変 わ っ て も 、 国 民 の 公 務 員 批 判 が 相 変 わ ら ず

強 い と い う こ と も 改 め て 感 じ ま し た 。 国 家 公 務 員 だ け で は な く 、

地 方 公 務 員 へ の 批 判 も 強 い で す よ 相 変 わ ら ず 。 と い う の が 実 情 で

す 。  

       現 政 権 と 小 泉 構 造 改 革 と の 間 で 明 確 に 異 な る 施 策 は 郵 政 な の で

す け れ ど も 、 今 後 社 会 保 障 が 現 政 権 で ど の よ う に な る か と い う の

も 注 目 さ れ て い ま す 。 実 際 に 低 所 得 な た め 介 護 が 満 足 に 受 け ら れ

な い 高 齢 者 、 低 所 得 の 母 子 家 庭 も 多 い で す 、 ワ ー キ ン グ プ ワ ー も

多 い で す 。  

社 会 保 障 施 策 と い う の は 本 当 に 困 っ て い る 人 た ち に こ そ 充 実 し

た 施 策 が 行 わ れ な け れ ば い け な い と い う こ と で す ね 。そ し て 、今 、

国 の 財 政 は 厳 し い わ け で す 。 そ の 観 点 か ら 子 ど も 手 当 て の よ う な

ば ら 撒 き 型 が よ い の か 再 検 討 す る 必 要 が あ る と 思 い ま す 。 あ れ を

ま と も に や る と ５ 兆 ５ 千 円 で す 。 国 の 財 政 支 出 の ６ ～ ７ パ ー セ ン

ト と い う こ と に な り ま す 、 子 ど も 手 当 だ け で 。 で す か ら 、 子 ど も

手 当 を 支 給 し て 課 税 の 対 象 と す る と か 、 所 得 制 限 を す る と か 、 控
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除 制 度 を 税 制 の 抜 本 改 革 と 連 動 さ せ る な ど 、 単 に 子 ど も 手 当 て を

生 の ま ま 渡 す こ と だ け で い い の か ど う か 、 よ く 考 え な け れ ば い け

ま せ ん 。 所 得 が 高 い 人 と 低 い 人 の 差 が こ の 間 も の す ご く 大 き く な

っ て ま す か ら 。 １ ， ５ ０ ０ 万 円 も ら っ て い る 人 と 、 ２ ５ ０ 万 円 く

ら い で 暮 ら し て い る 人 と 、 同 じ 子 ど も 手 当 て で い い の で す か と い

う 問 題 が あ り ま す 。 北 欧 の よ う に 国 民 の 間 の 所 得 格 差 が 少 な け れ

ば 、 普 遍 的 な 子 ど も 手 当 て の 意 義 は 高 ま る の で し ょ う け れ ど も 。

そ の 北 欧 に し て も 、 今 回 の 日 本 の 子 ど も 手 当 て ほ ど に は 出 し て い

ま せ ん 。 い ず れ に し て も 弱 者 に 優 し い 施 策 展 開 が 必 要 で す 。  

そ れ か ら 、 国 の 財 政 が こ れ だ け 悪 い と い う 中 で 、 国 債 価 格 の 下

落 、金 利 の 上 昇 と い う 局 面 も 生 ま れ な い と は 限 ら な い 。で す か ら 、

財 政 再 建 と い う 視 点 を 持 っ て い な い と い け な い 。 小 泉 構 造 改 革 は

財 政 再 建 を 歳 出 削 減 で や ろ う と し た か ら 問 題 な の で す 。 や は り 、

社 会 保 障 費 は 増 え て い く わ け で す か ら 、 こ れ は 、 や は り ち ゃ ん と

や ら な け れ ば な ら な い 。 社 会 保 障 費 も 相 当 に 減 額 対 象 と し た と こ

ろ に 問 題 が あ る 。  

       で す か ら 、 も う 一 方 で 税 収 を 引 き 上 げ る と い う 施 策 が 必 要 だ と

思 い ま す 。 そ れ は 私 は 消 費 税 だ と 思 い ま す 。 消 費 税 の 議 論 を 避 け

て と お る わ け に は い か な い の で す ね 。 し か も 、 複 数 税 率 と い う の

が 、 今 回 の 消 費 税 引 き 上 げ の 時 の 前 提 に な っ て く る の で は な い か

と 思 い ま す 。 だ か ら 、 複 数 税 率 の 議 論 を す る と い う ふ う に な っ て

き ま す と 、 明 日 か ら 消 費 税 を 上 げ る と い う ふ う に い か な い の で す

よ 。相 当 厳 密 な 議 論 を や っ て い か な い と い け な い で す ね 。例 え ば 、

喫 茶 店 で 飲 む コ ー ヒ ー と ス ー パ ー で 買 っ て く る コ ー ヒ ー 豆 が 同 じ

税 率 で い い の で す か と 、 結 構 細 か い 話 を す る と ね 、 そ う い う と こ

ろ ま で 議 論 し な け れ ば な ら な い と い う こ と で す よ 。 何 を ぜ い た く

品 で 高 い 税 率 に し て 、 何 を 軽 減 税 率 に す る か と い う 、 こ う い う 議

論 は 必 要 だ と 思 い ま す 。 フ ィ ン ラ ン ド で は コ ー ヒ ー は ２ ２ パ ー セ

ン ト で す 、 喫 茶 店 で 飲 む と 。 い ず れ に し て も 厳 し い 国 財 政 状 況 の

中 で 、 高 齢 化 が 進 む 中 で 社 会 保 障 を し っ か り と 行 う 、 財 政 再 建 も

考 え る と な る と 、 消 費 税 は 引 き 上 げ な い と な ら な い と 思 い ま す 。

国 の 財 政 再 建 と い う の は 歳 出 の 見 直 し と 、 も う 一 方 で 歳 入 の 増 と

両 方 の 視 点 が 必 要 な の か な と 思 い ま す 。      

と い う こ と で 経 済 問 題 を ち ょ っ と お 話 さ せ て い た だ き ま し た

が 、こ れ か ら は 、自 治 基 本 条 例 の お 話 に 入 ら せ て い た だ き ま す 。。 

ま ず 、 自 治 基 本 条 例 の 背 景 に あ る も の と し て 、 地 方 自 治 体 を と

り ま く い く つ か の 環 境 の 変 化 が あ る の で は な い か と い う こ と で あ

り ま す 。     

一 つ は 地 方 財 政 の 悪 化 と い う こ と で あ り ま す 。 民 主 党 政 権 に な

っ て 地 方 交 付 税 が ち ょ っ と 増 え た と い う の が あ る の で す け れ ど
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も 、 ２ １ 世 紀 に は い っ て か ら の 多 く の 年 度 で 、 地 方 財 政 計 画 規 模

の 縮 小 と 地 方 交 付 税 の 削 減 で す ね 、 こ れ が ず っ と 行 わ れ て ま い り

ま し た 。 そ し て 借 金 返 済 費 が 自 治 体 に 重 く の し か か る 、 そ し て 自

治 体 の 貯 金 と い わ れ て い る 財 政 調 整 基 金 を ど ん ど ん 取 り 崩 し て い

る と い う 実 態 に な っ て い ま す 。 小 樽 市 も 厳 し い 状 態 で す ね 。 道 庁

は 本 当 に も っ と 厳 し い で す よ 。 へ た を す る と 、 も う 、 早 期 健 全 化

団 体 一 歩 手 前 で す よ 。 そ う い う 厳 し い 実 態 が あ り ま す 。  

今 、 財 政 状 態 が 良 い と こ ろ と い う の は 本 当 に 少 な く な っ て き ま

し た ね 。 道 内 で い う と 泊 村 は 別 格 な ん で す よ 、 巨 額 な 固 定 資 産 税

が 入 っ て き ま す か ら 。 泊 村 を 除 き ま す と 、 た と え ば A 村 み た い な

と こ ろ は 年 間 予 算 の ３ 倍 く ら い あ り ま す ね 貯 金 が 。 年 間 予 算 の ３

倍 も よ く 貯 め た ね と い う 話 な の で す け ど 。 中 に は そ う い う 自 治 体

も な い わ け で は な い の で す け ど も 、 も う 一 方 で 借 金 の 返 済 は こ れ

か ら ピ ー ク を 迎 え ま す と 。 貯 金 は 取 り 崩 し ち ゃ っ て い ま す 。 こ の

よ う な 厳 し い 自 治 体 が た く さ ん あ り ま す 。  

小 泉 さ ん の 改 革 で 三 位 一 体 改 革 と い う の を や っ た の で す け れ ど

も 、 国 の 財 政 再 建 に は 相 当 寄 与 し た の で す ね 。 ４ 兆 円 規 模 の 国 庫

支 出 金 廃 止 ・ 縮 減 が 実 現 さ れ ま し た 。 し か し 、 地 方 に と っ て は 権

限 が き て 、 そ し て 国 の 関 与 が 減 っ て 、 そ し て 財 源 が き て と い う 話

に は あ ま り な ら な か っ た で す ね 。 た と え ば 、 児 童 手 当 に は 国 の 補

助 金 が 出 て い た の で す け れ ど も 、 そ れ を ２ /３ で あ っ た も の を １ /

３ に し た り と か 、 児 童 扶 養 手 当 を 国 の 負 担 ３ /４ を １ /３ に す る と

か 、 こ う い う 類 が 非 常 に 多 か っ た ん で す ね 。 義 務 教 育 費 国 庫 負 担

金 を １ /２ を １ /３ に し た り と か 、 そ う い う も の で ４ 兆 円 を 生 み 出

し た い う こ と ろ が あ り ま す 。 で す か ら 、 地 方 分 権 に 寄 与 し た と い

う ふ う に は い え な い と 理 解 で き ま す ね 、 三 位 一 体 改 革 は 。  

そ う い う 中 で 、 財 政 健 全 化 法 制 が で き ま し て 、 い よ い よ ４ 月 施

行 に な り ま す ね 。 た し か 道 内 で は ７ 自 治 体 が 早 期 健 全 化 団 体 で す

か ね 。 そ れ か ら 夕 張 市 が 今 ま で 財 政 再 建 団 体 だ っ た の が 、 今 度 財

政 再 生 団 体 に な り ま す 。  

早 期 健 全 化 団 体 と い う こ と で ７ つ 入 っ て い ま す が 、 浜 頓 別 町 、

中 頓 別 町 、 由 仁 町 、 洞 爺 湖 町 、 江 差 町 な ど で す 。 非 常 に 厳 し い 状

況 に あ る わ け で す が 、 な に も ７ 自 治 体 じ ゃ な く て も 、 ぎ り ぎ り セ

ー フ と い う の も あ り ま し た ね 。 た と え ば 積 丹 町 は 本 当 に 厳 し い 状

況 で し た 。 実 は 昨 年 の 状 態 で す と 連 結 実 質 赤 字 比 率 で 完 全 に 早 期

健 全 化 団 体 に 入 っ ち ゃ う の で す ね 。 そ れ を １ 年 か け て な ん と か し

た の で す け れ ど 、 あ そ こ は 何 が 課 題 で あ っ た か と い う と 、 国 保 診

療 所 な の で す よ 、 町 立 診 療 所 で す 。 １ ９ ベ ッ ド 以 下 を 診 療 所 と い

い 、 ２ ０ ベ ッ ド 以 上 を 病 院 と い い ま す が 、 そ の １ ９ ベ ッ ド 以 下 の

診 療 所 が 大 幅 に 赤 字 な の で す 。 一 般 会 計 と 連 結 し ま す の で 、 連 結

- 10 -



実 質 赤 字 比 率 は す ご く 大 き く な り ま し た 。   

そ れ で 、 １ 年 間 で 何 を し た か と い い ま す と 、 無 床 の 診 療 所 に 転

換 し ま し た 。 そ れ に 伴 っ て 当 然 人 減 ら し を す る わ け で す よ ね 。 ベ

ッ ド が な く な り ま し た か ら 。 し か し 、 そ れ だ け で は 足 り ま せ ん の

で 、 普 通 会 計 の 職 員 も 含 め て 給 与 カ ッ ト で す よ 。 ど れ く ら い し た

の で す か ね 、 １ ０ ％ く ら い し た の か な 。 そ の 浮 い た 分 を 使 っ て そ

の 今 ま で の 赤 字 分 に 補 填 す る よ う に し て 、 連 結 実 質 赤 字 比 率 は な

ん と か ク リ ア で き た 。 赤 平 市 も そ れ に 近 い こ と を や り ま し た ね 。  

赤 平 市 は 本 来 か ら す る と 一 昨 年 の 秋 の 段 階 で 、 財 政 再 生 団 体 入

り が 避 け ら れ な い と い わ れ て い ま し た ね 。 夕 張 に 次 い で ２ 例 目 だ

と 。 そ こ で 、 な ん と か せ め て 早 期 健 全 化 団 体 に と ど め た い と 努 力

を し た の で す ね 。 病 院 特 例 債 み た い な も の を 総 務 省 が 出 し て く れ

た こ と も あ っ た の で す け れ ど 、 相 当 厳 し い 合 理 化 も や っ た の で す

ね 。 ３ 割 く ら い 職 員 給 与 を カ ッ ト し た の で す よ 。 そ れ か ら 、 民 間

に 施 設 を 売 却 し た と い う こ と も あ っ た の で す よ 。 最 後 、 土 壇 場 に

特 別 交 付 税 が き た と う い う こ と も あ り ま し て 、 最 終 的 に は 早 期 健

全 化 団 体 も 免 れ て 、な に も な い 普 通 の 団 体 に な り ま し た ね 。た だ 、

病 院 特 例 債 を こ れ か ら 返 し て い か な い と な ら な い の で 、 厳 し い で

す よ ね 。で す か ら 、積 丹 町 や 赤 平 市 の よ う に 、７ 自 治 体 以 外 に も 、

厳 し い 合 理 化 の ド ラ マ が あ っ た 中 で 、 何 と か ク リ ア ー で き た と い

う こ と も あ っ た こ と を 理 解 い た だ き た い 点 で す 。  

そ う い う 中 で 、 一 方 で は 厳 し い こ と ば か り い っ て き ま し た が 、

も う 一 方 で は 、 自 治 体 政 策 で 目 を 瞠 る す ば ら し い 施 策 を や る と い

う 自 治 体 が か な り 出 て き て い ま す 。  

こ こ で は 、三 鷹 市 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 取 り 上 げ て み ま し ょ う 。

三 鷹 市 は 子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 草 分 け で す 。 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

は 今 日 で は 全 国 に 多 数 で き て い ま す が 、 三 鷹 市 を 凌 駕 す る と こ ろ

は 一 つ も な い で す ね 。     

こ れ は な ぜ か と い い ま す と 、 職 員 を い く ら 配 置 し て も だ め な の

で す よ 。 ネ ッ ト ワ ー ク な の で す よ 。 三 鷹 市 は 直 営 で や っ て い ま す

が 、 子 ど も と お 母 さ ん が 遊 び に き ま す が 、 い わ ゆ る 、 こ れ を 広 場

事 業 と い い ま す ね 。そ し て 、さ ら に 相 談 事 業 も そ こ で し て い ま す 。

子 ど も を 遊 ば せ な が ら 相 談 も で き ま す 。 む し ろ 保 育 士 さ ん の 方 か

ら 、 お 母 さ ん と 子 ど も の 関 係 が 今 日 は な ん と な く ぎ く し ゃ く し て

い る と 感 じ た ら 声 を か け ま す 。  

さ ら に 、 そ れ だ け で は な く て 、 や は り 保 育 士 さ ん の 対 応 で は 難

し い 事 例 が 出 て き ま す ね 。 そ う す る と 、 多 く に 子 育 て 支 援 セ ン タ

ー で す と 、 児 童 相 談 所 に 行 っ て く だ さ い 、 お 医 者 さ ん に 行 っ て く

だ さ い と い う 対 応 に な り ま す 。 し か し 、 母 親 は そ う 言 わ れ て も 行

く こ と に 躊 躇 す る こ と が 少 な く あ り ま せ ん 。 三 鷹 市 で は 、 医 療 福
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祉 の ネ ッ ト ワ ー ク が で き て い ま す の で 、 児 童 相 談 所 の 職 員 が 杉 並

区 か ら 子 育 て 支 援 セ ン タ ー に 来 る の で す よ 。 そ れ か ら 病 院 は 杏 林

大 学 付 属 病 院 、 そ の お 医 者 さ ん や 看 護 師 さ ん が く る の で す よ 。 そ

の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 っ た の で す よ 。 民 間 の 病 院 で す よ 、 民 間 の 病

院 が 全 面 協 力 し て く れ て い ま す 。 そ う い う く ら い し っ か り と し た

も の に な り ま し た ね 。 母 親 は 子 ど も を 子 育 て 支 援 セ ン タ ー で 遊 ば

せ な が ら 、 相 談 が で き る シ ス テ ム を 作 っ た の で す 。  

そ し て 、 三 鷹 市 で は そ の 成 功 を 踏 ま え て 、 ２ つ 目 の 子 育 て 支 援

セ ン タ ー を 作 っ た の で す ね 、 一 つ 目 は 小 さ い お 子 さ ん が 対 象 で し

た が 、２ 例 目 は １ ８ 歳 未 満 を 対 象 に し ま し た 。引 き こ も り だ と か 、

不 登 校 だ と か 、 い じ め だ と か い ろ い ろ あ り ま す よ 、 そ の よ う な も

の に も 対 応 す る 施 設 を も う 一 つ 作 っ た の で す よ 。 そ の よ う な こ と

を や っ て い ま す 。  

       そ れ か ら 、 地 域 福 祉 は 今 後 非 常 に 大 切 に な り ま す ね 。   

       少 子 高 齢 社 会 と い う こ と に な り ま し て 。 後 期 高 齢 者 は ７ ５ 歳 以

上 で す ね 、 前 期 高 齢 者 は ６ ５ 歳 か ら ７ ４ 歳 で す け れ ど 、 ７ ５ 歳 以

上 の 方 が ６ ５ 歳 か ら ７ ４ 歳 ま で の 方 を も う し ば ら く し た ら 上 回 り

ま す 。 ２ ０ １ ７ 年 と い わ れ て い ま す ね 。 あ と ７ 年 後 に は 、 ７ ５ 歳

以 上 が ６ ５ 歳 か ら ７ ４ 歳 を 上 回 り ま す 。 ７ ５ 歳 以 上 に な る と 介 護

の 必 要 度 合 い が 高 ま る 。 そ う い う こ と を 含 め て こ れ か ら 大 変 な 事

態 を 迎 え る と い う こ と で す ね 。  

       国 の 財 政 の 現 状 は 厳 し い 。 そ う い う 中 で 、 自 治 体 を 取 り 巻 く 環

境 と い う の は 財 政 難 だ と か 、 高 齢 社 会 に な る と か 、 一 方 で そ う い

う こ と も あ る の で す が 、 も う 一 方 で 自 治 体 も い ろ い ろ 独 自 の 政 策

を や っ た り し て き て い る と い う の が 今 の 状 況 。  

       そ う い う 中 で 、自 治 体 は こ れ か ら 二 兎 を 追 わ な け れ ば な ら な い 。

二 兎 を 追 う も の 一 兎 も 得 ず じ ゃ な く て 、 両 方 を 追 求 し な け れ ば な

ら な い 。 そ れ は な に か と い う と 財 政 再 建 と 住 民 サ ー ビ ス を 落 と さ

な い と い う こ と で す 。 両 方 を 両 立 さ せ な い と 。 職 員 数 が 少 し 減 っ

た と し て も 、 住 民 サ ー ビ ス を 落 と さ な い 工 夫 が で き な い か を 検 討

し な き ゃ い け な い の で す よ 。 そ う す る と 、 ま ず 、 現 業 を 外 に 出 し

ち ゃ い ま す よ 、 民 間 委 託 し ま す よ と い う そ う い う 議 論 ば か り 進 む

の で す が 、 ま ず 、 本 庁 職 場 の 中 で ね 、 と も か く 仕 事 の 見 直 し を 図

っ て い く こ と を ま ず 、 や っ て い か な い と い け ま せ ん 。 現 業 だ け が

民 間 に 委 託 を す る と い う こ と で い い の か と い う 話 で す ね 。 で す か

ら 、 市 役 所 全 体 で そ う い う 工 夫 を し て い か な い と い け な い の で は

な い か な と 思 い ま す 。  

       そ れ か ら 、 歳 出 の 見 直 し と ス ク ラ ッ プ ア ン ド ビ ル ド の 方 向 性 と

い う こ と で 、 や は り 、 ビ ル ド し な け れ ば な ら な い 事 業 も あ る わ け

で す 。 だ か ら 、 ス ク ラ ッ プ ア ン ド ス ク ラ ッ プ で は な い で す ね 。 む
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し ろ 逆 に ビ ル ド を し な い と い け な い が ゆ え に ス ク ラ ッ プ を す る 観

点 が 必 要 に な る 。 時 代 の ニ ー ズ に 合 わ な い よ う な も の は で き る だ

け 削 減 し て い っ て 、 時 代 の ニ ー ズ に 合 う も の を ど う ビ ル ド し て い

く か と い う こ と を 考 え な け れ ば な り ま せ ん 。 財 政 難 で す か ら や は

り 、 時 代 の ニ ー ズ に 合 わ な い も の を 削 減 で き な け れ ば 、 時 代 の ニ

ー ズ に 合 う も の を 興 し て い け な い で す よ ね 、 事 業 と し て 。 で す か

ら 、 そ こ ら へ ん の め り は り を 付 け ら れ る か ど う か と い う こ と が 問

わ れ る と 思 い ま す 。 役 所 の 縦 割 り の 見 直 し も 、 こ の 観 点 か ら 考 え

ら れ な け れ ば な り ま せ ん 。  

       そ れ か ら 、 次 の こ と は 自 治 基 本 条 例 の 中 に ど う や っ て 盛 り 込 む

か 、 む し ろ こ れ か ら 策 定 委 員 会 で 議 論 し な く て は な ら な い 部 分 な

の で す が 、 狭 域 自 治 の 重 要 性 と い う こ と で す ね 。 広 域 自 治 と い い

ま す と 、 広 域 連 合 制 度 や 、 赤 井 川 村 な ど と 一 緒 に 定 住 自 立 圏 を 形

成 す る と か を 指 し ま す 。 狭 域 自 治 と い う の は 小 樽 市 の 中 で 地 域 の

単 位 の 自 治 と い う こ と で す 。 そ れ は ど れ く ら い の 単 位 な の か な 、

連 合 町 内 会 単 位 な の か 、 町 内 会 単 位 な の か 、 そ こ ら へ ん は 自 治 体

の 実 情 の 中 で し か わ か り ま せ ん け れ ど も 。 地 域 福 祉 な ど の 取 り 組

み は 住 民 参 加 で 効 果 が 上 が る も の も あ る で し ょ う 。 こ れ は 地 域 地

域 で や っ て い く と 効 果 が 上 が る も の も あ る で し ょ う と い う こ と で

あ り ま す 。  

       そ れ か ら 、 住 民 と の 情 報 の 共 有 と 首 長 の 説 明 責 任 、 財 政 が 厳 し

い で す よ と 、 住 民 の 協 力 も 得 な け れ ば い け ま せ ん よ と 。 そ う す る

と 、 や は り 、 今 ま で 情 報 と い う の は 行 政 が 握 っ て い て 、 な か な か

住 民 の 方 に は で す ね 、 も ち ろ ん 流 し て い る の で し ょ う け れ ど 、 何

か ら 何 ま で 流 し て い る わ け で は な い 。 流 し 方 も あ り ま す ね 。 行 政

用 語 を そ の ま ま 流 し て も 住 民 は わ か ら な い の で す ね 。 優 し い 言 葉

で 、 丁 寧 に わ か り や す く 情 報 を 流 す 必 要 が あ り ま す ね 。 情 報 を 住

民 と 共 有 し 、 首 長 の 説 明 責 任 も 重 要 に な っ て く る と い う こ と と 思

い ま す ね 。 何 か 、 説 明 責 任 と い う の は ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と い う

言 葉 で よ く い い ま す が 、 い ざ と い う 時 は 皆 さ ん な か な か 説 明 責 任

を や ら な い で す ね 。  

       そ れ か ら 、 住 民 と 行 政 の 新 し い 関 係 の 構 築 と い う こ と で 、 町 内

会 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 Ｎ Ｐ Ｏ な ど と 行 政 が ど う か か わ り を 持 っ て い

く か と い う 視 点 で す ね 。  

       そ れ か ら 、 協 働 の た め に 住 民 と 汗 を 流 す と い う こ と が 必 要 に な

り ま す が 、 職 員 の 意 識 改 革 が 必 要 に な っ て き ま す 。  

       そ れ で 、 基 本 条 例 と は 何 か と い う こ と を 少 し 申 し 上 げ ま す と 、

基 本 条 例 と い う の は 全 く 今 ま で と 別 の も の が で き る わ け で は な い

の で す よ 。 こ こ を 押 え さ せ て い か な け れ ば な ら な い 。 こ れ ま で の

小 樽 市 の や っ て き た 施 策 の 成 果 を 踏 ま え て 出 て き た の が 基 本 条 例
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で あ る と い う 捉 え 方 を し な け れ ば な り ま せ ん 。 全 く 新 し い 条 例 を

作 る 、 全 く 新 し い こ と を や る わ け で は な い で す 。 環 境 関 係 の 条 例

な ど 出 き ま し た よ ね 。 そ う い う よ う な も の や 、 あ る い は 協 働 の 指

針 み た い な も の が あ る か も し れ ま せ ん ね 小 樽 市 に も 。 そ う い っ た

い ろ ん な も の を ま と め て 、 そ れ を 自 治 基 本 条 例 と い う こ と で 、 や

や 、 抽 象 的 な 形 に な り ま す け れ ど 、 書 き 上 げ る と い う よ う な こ と

に な る か と 思 い ま す 。 で す か ら 、 こ れ ま で の 施 策 の 成 果 を 踏 ま え

て 、 そ の 施 策 を 踏 ま え た 条 例 、 そ の 施 策 を 踏 ま え て 個 別 条 例 は あ

る と 、 そ う い っ た 個 別 条 例 を 踏 ま え た 総 合 条 例 が ま ち づ く り の 基

本 条 例 だ と い う ふ う に 考 え て い ま す 。  

       そ れ で 、 ４ つ の タ イ プ の 基 本 条 例 が あ る と い う こ と で す ね 、 自

治 基 本 条 例 、 行 政 基 本 条 例 、 住 民 参 加 条 例 、 理 念 条 例 で す 。 当 然

自 治 基 本 条 例 が 最 も 強 い と い う こ と に な り ま す 。 自 治 基 本 条 例 と

い う の は 議 会 も 含 め て 規 定 を し ま す 。 行 政 基 本 条 例 は 議 会 を 抜 か

し て 規 定 を す る と い う こ と に な り ま す 。 行 政 と 住 民 の 関 係 と か 市

の 職 員 の 任 務 だ と か 市 長 の 責 務 だ と か そ う い う の は 盛 り 込 み ま す

が 、 議 会 の 責 務 と か は 盛 り 込 ま な い の は 行 政 基 本 条 例 。 自 治 基 本

条 例 は そ れ も 盛 り 込 み ま す 。 住 民 参 加 の 条 例 は あ く ま で も 住 民 参

加 に 関 す る 手 続 き を 定 め た の が 住 民 参 加 条 例 で す し 、 ま ち づ く り

の 理 念 だ け を 定 め た の が 理 念 条 例 と い う こ と に な り ま す こ と か

ら 、 こ れ か ら 作 る と し た ら や は り 、 自 治 基 本 条 例 も し く は 行 政 基

本 条 例 と い う の が 小 樽 市 の 目 指 す 方 向 で は な い か と 思 い ま す 。  

       私 が 、 帯 広 市 で 関 わ っ た 時 は 行 政 基 本 条 例 で す 、 議 会 は 入 っ て

い ま せ ん 。 そ う い う こ と が あ っ て ス ム ー ズ に 通 っ た の か よ く わ か

り ま せ ん が 、 満 場 一 致 で 通 り ま し た ね 。 自 治 基 本 条 例 は 稚 内 市 で

作 り ま し た 。 若 干 あ り ま し た け ど 通 り ま し た 。 そ れ で 、 函 館 市 は

今 や っ て い る 最 中 で す 。 市 長 さ ん に は 昨 年 の １ 月 に 検 討 委 員 会 の

報 告 書 を 出 し て お り ま す 。 そ れ か ら 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト な ど や

っ て い ま す が 、 議 会 の 方 で 今 の と こ ろ は 自 治 基 本 条 例 の 議 論 が 盛

ん に 行 わ れ て い て 、 成 立 に ま で は い た っ て い な い 。  

       住 民 投 票 に つ い て は で す ね 、私 が か か わ っ た と こ ろ に お い て は 、

い ず れ も 盛 り 込 み ま し た 。 課 題 が で き た ご と に 住 民 投 票 条 例 を 作

り ま す よ と い う 形 で 出 さ せ て い た だ き ま し た 。 中 に は 常 設 型 に す

べ き で あ る と い う ご 意 見 を い う 議 員 さ ん や 住 民 の 方 も い る み た い

で す ね 。  

た だ 、 は っ き り し て い る こ と は 、 私 は 行 政 基 本 条 例 で も 、 自 治

基 本 条 例 で も ど ち ら で も 良 い の で は な い か と 思 っ て い ま す 。 実 を

言 う と 。 一 番 問 題 な の は 、 作 文 条 例 が 一 番 だ め な の だ と い う こ と

で す 。 作 文 条 例 は 何 か と い い ま す と 、 実 は 自 治 基 本 条 例 は た く さ

ん で き て い ま す け ど ね 、 中 に は 、 ほ と ん ど 市 民 の 検 討 委 員 会 な ん
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て や っ て い な い 。 ほ と ん ど 職 員 ２ 人 く ら い で 自 治 基 本 条 例 を 作 っ

て し ま う と こ ろ が あ る の で す よ 。 今 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 社 会 で す か

ら ね 、い ろ ん な 自 治 基 本 条 例 は イ ン タ ー ネ ッ ト で 見 れ る で し ょ う 。

そ う す る と で す ね 、 文 章 の い い と こ ろ だ け を 取 れ ば で き る の で す

よ 自 治 基 本 条 例 は 。 文 章 は 立 派 で す ご い な と 思 っ た ら 、 職 員 ２ 人

く ら い で 、 い い と こ 取 り で 作 る と 。 こ う い う の だ と な ん の 意 味 も

な い で す ね 、 市 民 に 条 例 は 浸 透 な ん て し ま せ ん よ 。  

や は り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を や っ た り 、 フ ォ ー ラ ム を や っ た り 、

検 討 委 員 会 を や っ た り し て や ら な い 限 り 、 市 民 に な ん て 浸 透 す る

わ け が な い で す よ 。職 員 ２ 人 で 作 っ て 何 を や っ て い る の と い う と 、

そ れ を 作 文 条 例 と い い ま す 。 そ れ で 自 治 基 本 条 例 を 作 っ て も 無 意

味 で す よ 。 そ れ よ り 、 よ ほ ど 市 民 の 検 討 委 員 会 に ワ ー ク シ ョ ッ プ

を や り 、 フ ォ ー ラ ム を や っ て 実 現 し た 行 政 基 本 条 例 の 方 が い い で

す よ ね 。 そ う い う 話 な の で す 。 作 文 条 例 は 無 意 味 だ と い う こ と で

す 。 で す か ら 、 条 例 の 策 定 過 程 が 重 要 と い う こ と で あ り ま す 。  

       そ れ か ら 、 条 例 に 何 を 盛 り 込 む の か と い う こ と で す け ど ね 、 一

般 的 に 盛 り 込 ま れ て い る こ と を 挙 げ た の で す け れ ど 、 情 報 共 有 、

参 画 ・ 協 働 、 行 政 運 営 、 市 長 ・ 議 会 ・ 市 民 の 役 割 と 責 務 な ど 、 細

目 の 検 討 と し て 、 例 え ば 、 情 報 の 中 が 情 報 公 開 、 個 人 情 報 保 護 、

情 報 共 有 な ど に 分 か れ ま す 。 ま た 、 参 画 協 働 の 中 に 住 民 投 票 を 入

れ る の か 、 住 民 投 票 は 個 別 に 章 を 設 け る の か と か そ う い っ た 細 か

い 議 論 も 出 て く る の か と 思 い ま す 。  

       そ れ か ら 、 策 定 に 当 た っ て は ワ ー ク シ ョ ッ プ や 市 民 検 討 委 員 会

を 重 視 す る 必 要 が あ り ま す 。 そ れ か ら 庁 内 研 究 会 と 行 政 側 の 意 欲

と い う も の が 求 め ら れ ま す 。 そ れ で 、 小 樽 市 は 庁 内 研 究 会 で ず っ

と や っ て き ま し た ね 、 こ れ は 私 初 め て の 経 験 で 、 私 が か か わ っ た

帯 広 市 で も 庁 内 研 究 会 は 検 討 委 員 会 に 先 立 っ て や っ て お り ま せ

ん 、 稚 内 市 も や っ て い ま せ ん 、 函 館 も や っ て い ま せ ん 。 小 樽 市 の

場 合 は 庁 内 研 究 会 と い う も の を ず っ と や っ て き て 、 市 長 に 提 言 さ

れ た わ け で す け れ ど 、 こ の 蓄 積 は 活 か し て い き た い な と い う ふ う

に 思 い ま す 。 こ の 蓄 積 は 非 常 に 大 事 だ と 思 い ま す 。  

       そ れ か ら 、 行 政 と 市 民 検 討 委 員 会 等 と の キ ャ ッ チ ボ ー ル を 重 視

し な け れ ば い け ま せ ん 。 で す か ら 、 そ う す る と 、 市 民 検 討 委 員 会

が 開 か れ た と し た ら 、 行 政 か ら 様 々 な 情 報 提 供 が 必 要 に な っ て く

る で し ょ う 。  

       そ れ か ら 、 議 会 と の 関 係 を ど う し て い く か 。 こ れ ま で 検 討 委 員

会 を や っ て い る 最 中 に 、 議 員 さ ん と の や り 取 り と い う こ と も あ り

ま し た 。 函 館 で は 数 回 議 員 さ ん と 懇 談 を い た し ま し た 。 熱 心 な 議

員 さ ん は ワ ー ク シ ョ ッ プ に も 出 て も ら い ま し た ね 。  

       そ れ か ら 、 ニ セ コ で も ど こ で も そ う で す が 、 ４ 年 に 一 度 条 例 の
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見 直 し を か け る 、 見 直 し 条 項 と い う の を 入 れ た 方 が い い の か 、 入

れ な い 方 が い い の か 、 そ う い う 議 論 も 私 た ち の 検 討 委 員 会 が で き

れ ば 、 必 要 に な り ま す 。  

       そ れ か ら 、 地 域 の オ リ ジ ナ ル を ど の 程 度 盛 り 込 ん で い く べ き な

の か 。 こ れ は 非 常 に 大 切 な こ と で し て 、 先 ほ ど 条 例 に 何 を 盛 り 込

む か と い う こ と で 、 情 報 共 有 、 参 画 ・ 協 働 、 行 政 運 営 と 、 こ う い

う も の は 大 体 ど こ の 自 治 体 で も 入 っ て い る の で す ね 。 そ れ で 、 小

樽 独 自 の 地 域 オ リ ジ ナ ル を ど の 程 度 盛 り 込 ん で い く か と い う こ と

が 一 つ 大 事 な 観 点 に な る だ ろ う と 思 い ま す 。 こ れ お そ ら く 、 一 番

難 し い の は 地 域 オ リ ジ ナ ル と い う の は 、 市 役 所 の 法 制 部 が 一 番 嫌

う の で す よ ね 。 だ け ど 、 市 民 検 討 委 員 会 が 一 番 熱 心 に 議 論 し や す

い と こ ろ な の で す 。 稚 内 市 で も 、 函 館 市 の 検 討 委 員 会 で も 一 番 発

言 が 多 か っ た の は 地 域 オ リ ジ ナ ル の 部 分 で し た 。  

       あ と も う 一 つ 、 い ず れ に し て も オ ー ル 小 樽 で 考 え て い く べ き で

あ り ま す 。 そ ん な に こ れ が 政 争 の 道 具 に さ れ た ら 困 り ま す ね と い

う こ と で あ り ま す 。 ま ち づ く り と い う 観 点 で 、 一 致 で き る と こ ろ

で や っ て い く の が い い で し ょ う と 、 政 争 の 道 具 に さ れ る の は 困 り

ま す よ 。 と い う の が 私 の オ ー ル 小 樽 で 考 え る と い う こ と の 意 味 で

あ り ま す 。  

       で は 、 基 本 条 例 の 効 果 は 何 か と い う こ と な の で す が 、 効 果 は す

ぐ に は 表 れ な い が 、ジ ワ リ ジ ワ リ と 効 い て く る で し ょ う と 。何 か 、

自 治 基 本 条 例 を い つ も 見 て い る と か 、 そ う い う こ と で な く て も い

い の で す よ 。 何 か あ っ た 時 に 職 員 の 人 も 、 住 民 の 人 も 自 治 基 本 条

例 に す ぐ 立 ち 返 る 。 こ う い う よ う な こ と が こ れ か ら 出 て く る の で

は な い か と い う こ と で あ り ま す 。  

       で す か ら 、 住 民 も 、 市 役 所 の 人 も 、 議 員 さ ん も そ う で す け ど 、

ま ち づ く り や 市 民 活 動 の 拠 り 所 に そ れ を し て い き ま し ょ う と 。 で

す か ら 拠 り 所 に す る も の で す か ら 、 オ ー ル 小 樽 で 考 え ら れ る 。 そ

し て 、 皆 さ ん の 意 見 が 、 で き る だ け 一 致 で き る よ う な と こ ろ で ま

と め て い く 、と い う こ と が 私 は い い の で は な い か と 思 っ て い ま す 。 

       例 え ば 、 住 民 投 票 常 設 型 と い う の は 、 た し か に や っ て い る と こ

ろ も あ り ま す が 、 そ れ で 通 る の だ ろ う か と い う こ と を 思 い ま す し

ね 。 も ち ろ ん 常 設 型 で や り た い と い う の で あ れ ば 、 そ れ で い い の

で す が 。 逆 に 常 設 型 に な れ ば 、 今 度 ま た 住 民 の １ /３ と か 、 １ /４

と か に な れ ば 、 か え っ て 簡 単 に 発 動 で き な い の で す ね 、 住 民 投 票

を ね 。 そ う い う こ と も あ る か と 思 い ま す 。 で す か ら 、 普 段 は 気 に

か け な く て も い い け れ ど 、 何 か あ っ た と き に 基 本 条 例 に 立 ち 返 っ

て 見 て み ま し ょ う 。  

       や は り 、 情 報 共 有 と い う の が キ ー に な る で し ょ う 。 協 働 の た め

に 必 要 な 情 報 の 共 有 。 そ れ は 行 政 は 今 い っ ぱ い 情 報 を 持 っ て い る
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わ け で す か ら 、 そ れ を わ か り や す く 、 丁 寧 に 住 民 に ち ゃ ん と 情 報

を 提 供 す る 、 情 報 を 公 開 し て い く 、 透 明 性 を 確 保 し て い く と い っ

た こ と が 、 必 要 に な っ て く る と 思 い ま す 。 で す か ら 、 そ う い う 面

で い う と 、職 員 の 皆 さ ん の 意 識 改 革 と い う こ と が 必 要 に な り ま す 。

私 は 、 市 民 の 意 識 の 改 革 と い い ま す が 、 自 治 基 本 条 例 で ま ず 最 初

に 求 め ら れ る の は 、 職 員 の 意 識 改 革 な の で す 。 職 員 が ま ず 変 わ っ

て も ら わ な い と い け な い 。 市 民 は い っ ぱ い い る の で す か ら 、 簡 単

に は 変 わ ら な い の で す 。 そ う い う こ と を 、 や は り 思 い ま す の で 、

情 報 共 有 、 情 報 提 供 、 説 明 責 任 と い う と こ ろ で 特 に 大 事 に な る の

で は と い う ふ う に 思 い ま す 。 そ れ と 狭 域 自 治 と ま ち づ く り 市 民 活

動 で す ね 。 こ れ が 本 当 に 大 事 な こ と で す ね 。  

       最 後 に 、 条 例 の 制 定 の 効 果 と し て 期 待 さ れ る も の は 、 こ の 条 例

が で き た こ と に よ っ て 、 一 層 、 個 別 施 策 の 成 果 が 期 待 さ れ 、 こ の

条 例 に 立 ち 返 っ た こ と に よ っ て 、こ う い う 点 が こ う な の か 、で は 、

こ う い う 施 策 を 打 っ た ら い い の で は な い か と い う こ と も 期 待 さ れ

る 場 合 が あ る で し ょ う し 、 個 別 条 例 を 逆 に 自 治 基 本 条 例 が で き た

こ と に よ っ て 、 こ の 個 別 条 例 も 必 要 に な っ て く る な と い う こ と に

も 繋 が っ て く る か と 思 い ま す 。  

       そ う い う 面 で 、 す ぐ に は 即 効 性 は 求 め ら れ ま せ ん 。 し か し 、 お

そ ら く 、 で き て 数 年 し た ら い ろ ん な 面 で 効 果 が 現 れ て く る の で は

な い か と 思 い ま す 。  

       よ く 自 治 体 関 係 者 が 、「 そ ん な に 即 効 性 が な い も の で あ っ た ら 、

急 い で 作 る 必 要 は な い の で は な い で す か 。 」 と い う 意 見 も あ る の

で す よ ね 。 こ れ 逆 な の で す よ 。 即 効 性 が な い か ら 、 ジ ワ リ ジ ワ リ

と 効 い て く る わ け で す か ら 、 そ れ を 作 る の が 遅 く な る と 、 ジ ワ リ

ジ ワ リ 効 い て く る の も 遅 く な る の で 、 で す か ら 早 く 作 っ た 方 が い

い の で す よ 。 そ う い う ふ う に 思 い ま す け ど 。  

今 、 自 治 基 本 条 例 、 あ る い は 行 政 基 本 条 例 、 そ れ か ら 住 民 参 加

の 手 続 き 条 例 を 含 め ま し て 、 か な り 自 治 体 で で き て い ま す 。 そ こ

で 、 小 樽 市 は 必 ず し も 早 い 方 で は な い と い う こ と に な り ま す が 、

速 さ は 関 係 な い の で す よ 。 と も か く 、 こ れ か ら レ ベ ル の 高 い も の

を ど う や っ て 作 る か と い う 観 点 で 、 ぜ ひ が ん ば っ て い た だ け れ ば

と い う ふ う に 思 い ま す 。 以 上 で す 。  

企 画 政 策 室 主 査   横 山 会 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ で は 質 疑 応 答 に 入 ら せ

て い た だ き ま す 。 質 問 が あ る 方 は お ら れ ま す か 。  

小 笠 原 委 員      今 の セ ミ ナ ー の 中 で 自 治 基 本 条 例 と 行 政 基 本 条 例 と い う 言 葉 が

出 て き た の で す が 、 一 般 的 に い う ま ち づ く り 条 例 と い う 名 称 を 使

っ て い る と こ ろ が あ り ま す よ ね 。 そ こ の 場 合 の 括 り は ど う な の で

し ょ う か 。  

横 山 会 長      た い て い 、 自 治 基 本 条 例 と い う と 住 民 に は わ か り に く い の で 、
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ま ち づ く り 基 本 条 例 と い う 名 前 に す る 場 合 が 多 い で す ね 。 そ れ か

ら 、 帯 広 市 は 行 政 基 本 条 例 な の で す が 、 議 会 は 入 っ て い ま せ ん か

ら 、 行 政 基 本 条 例 と い う 名 前 が 自 治 基 本 条 例 以 上 に わ か り に く い

と い う こ と で 、 帯 広 市 は 最 初 か ら ま ち づ く り 基 本 条 例 と い う 名 称

に し て い ま す 。 で す か ら 、 ま ち づ く り 基 本 条 例 と い う の は 行 政 基

本 条 例 か 多 く は 自 治 基 本 条 例 だ と 思 い ま す 。 住 民 参 加 の 手 続 き 条

例 で そ う い う ふ う に な っ て い る も の が あ る か も し れ ま せ ん が 、 大

体 こ の ２ つ だ と 思 い ま す 。  

小 笠 原 委 員     そ れ に 関 連 し て 、 小 樽 市 は 自 治 基 本 条 例 と い う こ と で 決 ま っ て

い る の で す か 。  

企 画 政 策 室 主 幹   ま だ で す 。 議 会 の こ と は 議 会 で 決 め て い た だ き た い と い う 意 向

も あ り ま し て 、我 々 事 務 局 か ら 議 会 事 務 局 に お 話 を し て お り ま す 。 

         た だ 、 今 の 議 会 の 中 で 全 会 派 、 全 員 が こ の 自 治 基 本 条 例 の 制 定

と い う よ う な 状 況 に な っ て い る か と い う と い い ま す と 、 そ こ ま で  

に は 至 っ て い な い 状 況 で 、逆 に い え ば ち ょ っ と 様 子 見 と い う 状 況 。

今 い っ た 、 議 会 を 除 い た ま ち づ く り 基 本 条 例 が で き た な か で 、 あ

と か ら 作 る と い う よ う な 動 き を 考 え て い る 感 じ を 受 け て い ま す 。  

横 山 会 長      ニ セ コ 町 も は じ め に 作 っ た 時 は 行 政 基 本 条 例 な の で す よ ね 。 あ

と で 議 会 を 入 れ て 、 自 治 基 本 条 例 に 変 わ っ た の で す ね 。 そ う い う

ケ ー ス も あ り ま す し 、帯 広 市 は 今 い っ た よ う に 行 政 基 本 条 例 で す 。

稚 内 市 で や っ た 時 は 、 市 長 の 方 針 が 自 治 基 本 条 例 で な け れ ば 作 っ

た 意 味 が な い と い う こ と で し た の で 、 こ れ は 自 治 基 本 条 例 で い く

し か な い で す が 、 小 樽 市 の 場 合 は 、 ま だ ど っ ち に い く か わ か ら な

い と い う 段 階 で す の で 、 こ れ か ら の 議 論 の 中 で 決 め て い き た い 。  

企 画 政 策 室 主 査   ほ か に 、 何 か ご 質 問 あ り ま せ ん か 。  

横 山 会 長      そ れ で は こ こ で 、 資 料 の 説 明 を し た い と 思 い ま す 。  

         ニ セ コ の ま ち づ く り 基 本 条 例 以 下 が い ろ ん な 自 治 体 の 基 本 条 例

で す 。 ニ セ コ 町 は 自 治 基 本 条 例 な の で す け ど 、 ス タ ー ト の 時 点 は

行 政 基 本 条 例 で 、 名 称 は 最 初 か ら ま ち づ く り 基 本 条 例 で す ね 。  

        続 い て 、 苫 小 牧 市 は 明 白 に 自 治 基 本 条 例 名 称 で す ね 。       

帯 広 市 は 行 政 基 本 条 例 で 議 会 が 入 っ て い ま せ ん け れ ど 、 ま ち づ

く 基 本 条 例 と い う 名 称 で す 。  

旭 川 市 は 現 段 階 で は 、 自 治 基 本 条 例 や 行 政 基 本 条 例 で は な く 市

民 参 加 推 進 条 例 で す 。  

       箕 面 市 は 大 阪 で す が 、 理 念 条 例 で す ね 。  

       小 樽 市 で は 庁 内 研 究 会 の 方 で 既 に 報 告 書 を 出 し て い ま し て 、 こ

こ で は 、 自 治 基 本 条 例 （ 仮 称 ） と い う こ と に な っ て い ま す 。 そ こ

に は 委 員 の 名 簿 で す と か 開 催 内 容 が 載 っ て い ま す 。 後 ろ に 並 ん で

い る 方 は 庁 内 研 究 会 の メ ン バ ー で す 。  

       そ れ か ら 、函 館 市 の 自 治 基 本 条 例 に つ い て の 懇 話 会 提 言 書 で す 。
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こ れ は 、検 討 委 員 会 で は な く て 、検 討 委 員 会 に 先 立 っ て 行 わ れ た 、

丁 度 今 私 た ち が こ れ か ら や ろ う と し て い る 懇 話 会 で す ね 、 函 館 市

も 懇 話 会 を 作 っ て 検 討 委 員 会 の 前 に 提 言 書 を 出 し て い ま す 。 検 討

委 員 会 を ど う し た ら い い か と か を 懇 話 会 提 言 書 に 出 し ま し た 。 お

そ ら く こ の 懇 話 会 で も こ う い っ た 議 論 に な る か と 思 い ま す 。 本 格

的 な 条 例 の 議 論 と い う の は 検 討 委 員 会 が で き て か ら に な り ま す 。

検 討 委 員 会 を 作 る に あ た っ て ど う し た ら い い か と か を 議 論 す る の

が こ の 懇 話 会 の 中 身 に な り ま す 。  

       函 館 市 の と き は 、 懇 話 会 の メ ン バ ー は 横 滑 り で 検 討 委 員 会 に 入

り ま し た 。 小 樽 も そ う な る だ ろ う と 思 い ま す 。  

企 画 政 策 室 主 幹   そ れ で は 、 ご 質 問 も な い よ う で す の で 、 事 務 局 の 方 か ら 今 後 の

進 め 方 に つ い て ご 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

企 画 政 策 室 主 査   議 題 （ １ ） 懇 話 会 の 進 め 方 に つ い て で す け れ ど も 、 庁内研究会で

検討したことを、昨年の１０月３０日に市長に報告しましたが、この懇話

会では市民の皆様や学識経験者の先生方の目線からご意見をいただき、提

言書を作成して市長に提出をお願いいたします。 

検討していただきたい事項は条例に盛り込むべき内容、次の段階であり

ます策定委員会などにおける進め方や市民周知の方法等です。 

ボリューム的には４～５ページ程度を考えています。 

企 画 政 策 室 主 幹   別 紙 ２ の ３ 番 で の ス ケ ジ ュ ー ル は 、 現 段 階 で 事 務 局 で 作 っ て い

る 案 を 提 示 し て い る だ け で 、 他 都 市 の 中 に は さ ら に 時 間 を か け て

い る 例 が あ り ま す 。 皆 様 に は 深 く ご 議 論 を い た だ き た い と 思 い ま

す の で な か な か こ の ス ケ ジ ュ ー ル ど お り に は い か な い と 思 っ て い

ま す 。         

一 応 予 定 と し て あ る 程 度 の 目 標 を 示 さ せ て い た だ い て い ま す

が 、 懇 話 会 の 中 で は 、 策 定 委 員 会 の ス ケ ジ ュ ー ル 的 な も の を 含 め

て ご 提 言 を い た だ き た い と 思 い ま す 。  

横 山 会 長      そ う で す ね 、 こ れ も 決 め な け れ ば い け ま せ ん ね 。 あ ま り 長 々 と

や る と い け な い の で 、 あ る 程 度 は 集 中 し な け れ ば い け ま せ ん ね 。  

そ れ で は 事 務 局 の 説 明 に 何 か あ り ま す か 。  

石 黒 副 会 長     函 館 市 の 懇 話 会 の 提 言 書 で は 策 定 委 員 会 の 人 数 を １ ０ ～ １ ５ 人

と な っ て い ま す が 、 実 際 に は ど れ く ら い で す か 。  

横 山 会 長      や は り 、 そ れ く ら い に な り ま し た 。 １ ３ 名 で す 。  

石 黒 副 会 長     事 務 局 と し て は 今 の 時 点 で の 何 か 考 え は あ り ま す か 。  

企 画 政 策 室 主 幹   函 館 市 と 同 じ よ う な 規 模 を 考 え て い て 、 各 団 体 か ら の 推 薦 委 員

の ほ か 公 募 委 員 ３ 名 を 考 え て い て 、 そ の 内 １ 人 は 市 内 に 小 樽 商 科

大 学 な ど も あ る こ と か ら 学 生 も 入 れ て い き た い と 考 え て い ま す 。  

横 山 会 長      あ と 何 か ご 質 問 あ り ま す か 。  

         な い よ う で し た ら 、 事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  

企 画 政 策 室 主 査   議 題 （ ２ ） 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル で す け れ ど も 、 全 体 で 今 日 を 含
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め ま し て ６ 回 懇 話 会 の 開 催 を 予 定 し て い ま し て 、 ２ 、 ３ 回 目 で 条

例 に 盛 り 込 む べ き 内 容 に つ い て 、 策 定 委 員 会 に お け る 進 め 方 、 市

民 周 知 の 方 法 等 を 検 討 し て い た だ き 、 ４ 回 目 で 石 黒 先 生 の セ ミ ナ

ー 、 事 務 局 か ら 提 言 書 タ タ キ 台 の 提 示 、 ５ 回 目 で 提 言 書 の 作 成 、

６ 回 目 で 市 長 に 提 言 書 を 提 出 す る 予 定 で す 。  

         ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は こ れ で 固 ま っ た わ け で は な く 、 議 論 に

よ り ま し て は 延 長 す る 場 合 も あ り ま す 。 以 上 ご 審 議 を お 願 い い た

し ま す 。   

横 山 会 長      や は り 懇 話 会 は そ ん な に 回 数 を 多 く し な い で 、 次 の 検 討 委 員 会

へ と の 流 れ だ と 思 う の で 、 ４ 月 に 提 言 書 提 出 に 合 わ せ て 、 途 中 石

黒 先 生 の セ ミ ナ ー も 入 れ て 、 実 質 議 論 は ２ 回 目 と ３ 回 目 と い う こ

と に な り ま す 。 ５ 回 目 は 提 言 書 作 成 、 そ し て 市 長 へ 提 言 書 の 提 出

と な り ま す 。  

         今 後 の 日 程 を 決 め て お き た い の で す が い か が で し ょ う か 。  

（ 各 委 員 「 異 議 な し ） ）  

      ※ 審 議 の 結 果 、第 ２ 回 を ２ 月 １ 日（ 月 ）、第 ３ 回 を ２ 月 ８ 日（ 月 ）、

第 ４ 回 目 を ２ 月 ２ ５ 日 （ 木 ） 、 第 ５ 回 を ３ 月 ２ ９ 日 （ 月 ） に 開 催

す る こ と と し た 。 時 間 帯 は 各 日 １ ６ 時 か ら （ ２ 時 間 程 度 ） 。  

横 山 会 長      続 い て 事 務 局 お 願 い し ま す 。  

企 画 政 策 室 主 査   議 題 （ ３ ） そ の 他 （ 議 事 録 の 作 成 及 び ホ ー ム ペ ー ジ に つ い て ）

で す け れ ど も 、 他 市 町 村 で は 懇 話 会 等 の 議 論 の 内 容 を 表 し た 議 事

録 を ホ ー ム ペ ー ジ で 公 表 す る こ と に よ り 条 例 の 普 及 ・ 啓 発 を 進 め

て い ま す が 、 ど の よ う に 対 応 し た ら よ ろ し い で し ょ う か 。  

公 表 す る と し た 場 合 は 事 前 に 委 員 の 皆 様 に 発 言 内 容 の ご 確 認 を

い た だ き ま す 。 委 員 の お 名 前 を 記 載 す る 形 や Ａ 委 員 と す る 形 も あ

り ま す の で 、 ご 審 議 を お 願 い し ま す 。  

横 山 会 長      函 館 市 で は 実 名 を 公 表 し て い ま し た が 、 実 名 を 公 表 す る と な る

と 事 務 局 も テ ー プ 起 こ し を し た も の を 、 事 前 に 各 委 員 に 送 り 内 容

確 認 の 上 、 公 表 と な る が 対 応 で き ま す か 。  

企 画 政 策 室 主 幹   小 樽 市 で は ほ か の 会 議 録 を 見 て み ま す と 、 あ ま り 実 名 は 出 し て

い ま せ ん が 、 公 表 の 必 要 は あ る か と 思 い ま す 。 た だ 、 実 名 を 公 表

す る こ と に よ っ て 発 言 が 控 え ら れ ま す と 本 来 の 趣 旨 で は あ り ま せ

ん の で 、 皆 様 で 決 め て い た だ く 中 、 事 務 局 は ど ち ら で も 対 応 で き

ま す 。  

横 山 会 長      懇 話 会 は そ ん な に 大 き な 課 題 は な い か と 思 う の で 、 実 名 で 出 し

て も 問 題 な い か と 思 う が 、 検 討 委 員 会 に な る と 地 域 の オ リ ジ ナ ル

で す と か い ろ い ろ あ る こ と は 間 違 い な い の で す が 、 テ ー プ 起 こ し

と 内 容 の 各 委 員 と の や り 取 り を や っ て い た だ け ま す か 。  

企 画 政 策 室 主 幹   名 前 を 出 す 、 出 さ な い に か か わ ら ず そ れ は 必 ず 対 応 し ま す 。  

横 山 会 長      函 館 市 は 最 後 の 方 で 会 議 が 増 え た 、 か な り 議 事 録 の 公 表 が 遅 れ
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た の で す が 。  

小 笠 原 委 員     実 際 に は 市 役 所 に 実 名 の 記 録 と し て 残 る の で す よ ね 。 例 え ば 、

住 民 の 方 が 情 報 公 開 の 請 求 を し た 場 合 は 実 名 を 公 表 す る も の な の

で し ょ う か 。  

企 画 政 策 室 主 幹   委 員 の 了 承 を い た だ い て 実 名 を 出 し て い な い も の に つ い て は 、

情 報 公 開 の 請 求 が あ っ た と し て も 実 名 の 公 表 に は な ら な い も の と

思 っ て い ま す 。  

横 山 会 長      こ れ か ら 、 検 討 委 員 会 で は い ろ ん な 団 体 に お 願 い し て 出 席 さ れ

る の で 、 所 属 団 体 の 方 か ら 発 言 の 内 容 に 指 摘 が さ れ る 場 合 が あ り

ま す 。  

懇 話 会 で は あ ま り な い と 思 い ま す が 、 商 売 を や っ て い る 方 は 厳

し い も の が あ る と 思 い ま す 。  

小 笠 原 委 員     懇 話 会 で 実 名 を 公 表 す る と 、 そ の 流 れ で 策 定 委 員 会 で も 公 表 す

る こ と に な る の で し ょ う か 。  

横 山 会 長      函 館 市 で も そ う で し た が 、 １ 人 で も ２ 人 で も 公 表 し な い と す る

方 が お ら れ た ら 、 公 表 し な い と い う ふ う に な る と 思 い ま す 。  

小 笠 原 委 員     私 は 懇 話 会 の 中 で は 実 名 が 出 て も 、 出 な く て も ど ち ら で も か ま

い ま せ ん 。  

横 山 会 長      そ れ で は 、 懇 話 会 に お い て は 実 名 公 表 と い う こ と で よ ろ し い で

し ょ う か 。  

（ 各 委 員 「 異 議 な し ） ）  

横 山 会 長      本 日 欠 席 の 商 工 会 議 所 の 中 松 委 員 に は 事 務 局 か ら 意 向 を 確 認 し

て お い て く だ さ い 。  

企 画 政 策 室 主 幹   わ か り ま し た 。  

         ※ １ 月 ２ ２ 日 （ 金 ） に 実 名 公 表 に つ い て 了 解 す る 旨 確 認 し た 。  

佐 藤 委 員      最 初 に あ っ た よ う に 、 立 場 で と い う よ り 、 個 人 と し て 意 見 を 出  

し て ほ し い と の こ と で あ っ た の で 、私 は 実 名 で も い い と 思 い ま す 。 

あ ま り 立 場 を 拘 束 さ れ な く て も い い と い う 懇 話 会 の 趣 旨 だ と 思 う  

の で 、 そ う い う 意 味 で は 個 人 名 を 公 表 し て も あ ま り 問 題 は な い と  

思 い ま す 。  

横 山 会 長      そ れ で は 、 事 務 局 何 か あ り ま す か 。  

企 画 政 策 室 主 査   日 程 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど 第 ５ 回 目 ま で 、 ご 審 議 い た だ き ま し  

た の で 、 事 務 局 か ら は あ り ま せ ん 。  

横 山 会 長     そ れ で は 、 私 か ら 。 今 後 資 料 配 布 は 事 前 に で き ま す か 。  

企 画 政 策 室 主 査  対 応 い た し ま す 。  

横 山 会 長     基 本 的 に 資 料 は 事 前 配 布 で 出 し て い た だ い て 、 そ れ は 各 委 員 の 手  

持 ち 資 料 と し て こ こ に 持 っ て き て い た だ い た り 、 ま た 家 に 持 ち 帰 っ  

て い た だ い た り し ま す 。 あ と 同 時 に で す ね 、 こ こ に 毎 回 、 例 え ば 今  

日 で あ れ ば 同 じ も の が こ こ に フ ァ イ ル で あ り ま す 。  

        こ れ か ら ど ん ど ん 資 料 が た ま っ て き て 、 持 っ て く る の が 大 変 に な  

- 21 -



- 22 -

る の で 、 全 く 同 じ 資 料 を 市 役 所 に 置 く こ と と し ま す 。  

企 画 政 策 室 主 幹  次 回 ま で に 必 要 な 資 料 が あ り ま し た ら 、 事 務 局 に 申 し 付 け て い た  

だ け れ ば 次 回 ま で に 用 意 い た し ま す 。  

第 ２ 回 懇 話 会 で す が 、 庁 内 研 究 会 で ま と め ま し た 報 告 書 を 事 務 局  

か ら 説 明 し て か ら 、 議 論 に 入 っ て い た だ こ う と 思 っ て い ま す の で 、

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

横 山 会 長     本 日 は お 疲 れ 様 で し た 。 こ れ か ら ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま  

す 。  

 

 

 

 

 

 


